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第120回 日本皮膚科学会総会
（初のハイブリッド開催）を終えて

（2021年6月10日～13日）
※パシフィコ横浜とWeb配信のハイブリッド開催

大槻マミ太郎
自治医科大学皮膚科学講座教授

皮膚病診療：43(12)；1140～1143，20211140

開催形式，学会テーマ

2021年6月10日より4日間，第120回日本皮膚科学
会総会を，パシフィコ横浜の現地およびリモート
のハイブリッド形式にて開催いたしました（図1）．
コロナ禍から脱却することができない中，皮膚科
学会として初の完全Web開催となった昨年とは異
なり，今年はハイブリッド開催ということでこち
らも初の試みでした．しかし，学会会場の感染対策
には万全の配慮を行い，結果として大きなトラブ
ルもなく無事終了できたことに安堵するとともに，
全国から参加された皮膚科医ならびに関係者，学
会事務局の皆様に感謝申し上げます．われわれと
してはベストを尽くすも，会員の皆様にはご不便

をおかけしたことと思いますが，初めて経験する
開催方式という事情もあり，至らぬ点はご容赦い
ただければ幸いです．

本総会のテーマは「Dermatologic, Dermatropic, 
Dermatrophic」で，2つの造語を使って「デルマ三段
活用」と銘打ち，皮膚科を発展させたいという目論見
を表現しました．学会ロゴ（図2）は，スパイクをもっ
た新型コロナウイルスを宇都宮餃子で封じ込めたイ
メージ（懇親会中止で餃子提供は叶いませんでした
が，せめてもの餃子参画です），マスコットキャラの
3匹の猿（図3）は2013年に開催した東部支部学会の日
光三猿ロゴを踏襲したもので（1匹は液体窒素をもっ
てコロナ封じ込めに向かうイメージ），こちらも「三
猿活用」というオチがついております．

図1　会議場外観（安部正敏先生撮影）

図2　学会ロゴ

図3　マスコットキャラの３匹の猿
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学術プログラム ～学びある人生～

さて，昨年に続き今年も欧米からのリアル参加は
困難な状況で，時差がクリアできればリモートでライ
ブという選択肢もあるのですが，今回はいわば純国
産的なプログラムに粋を尽くしました．11個（おまけ
を加えると計14個）を数える会頭特別企画（図4），そ
の中にはCOVID-19関連で3つ（図5，図8），ゲノム解析
やゲノム編集，AI関連，ME（皮膚センサー），宇宙医
学（図6）等々を含みますが，これらはすべて，純国産
にかける会頭の心意気を反映しています．また，会頭
特別企画に加え，教育講演も会頭が直接介入して積
み上げたため，計62セッションとなりました．今年の
土肥記念国際交換講座は，トレド大学およびテキサ
ス大学の教授を歴任されたAkira Takashima 先生で

（図7），結局リモートとなりましたが，生粋の日本人
への授与は60回を超える歴史の中で初めてでした．

図4　11+αの会頭特別企画

図5　生物学者／作家としてご活躍の福岡伸一先生による「生
命を捉えなおす―動的平衡の視点から」

図6　古川 聡先生（JAXA）ご参加のセッション「宇宙医学と加
齢医学の接点」

図7　土肥記念国際交換講座初の日本人授与者となった
Akira Takashima先生

いただいた演題数は，一般演題389題（口演80，ポ
スター309），Oral Presentation in English（OPiE）79
題（口演48，ポスター31）でした．OPiEは昨年より
減りましたが，海外からもそれなりの参加があった
のは好材料でした．企業共催セミナーは79を数え，
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モーニング15，ランチョン39，イブニング25でし
た．参加者に関しては，完全Web開催に切り替わっ
た前回（5,900名超）を上回る，6,794名超の方にご登
録いただきました．現地参加は約1,500名であり，久
しぶりに挨拶が叶った人たちの間では小声の会話
ながら，マスクの上からでもわかる笑顔が印象的で
した．現地･リモート合わせて2,000名を超える聴講
があったのは，唯一3,000名超を数えた会頭特別3の
COVID-19セッション，会頭特別7の皮膚科レジェン

ド･アーカイブ，特別教育講演2の今山病理学，そし
て会頭講演の4つでした．一般教育講演は例年同様，
医療安全･感染対策，医療制度，食物アレルギー，薬
疹に加え，今年は湿疹皮膚炎（の再考）がベスト5で
したが，どの会場も満遍なくそれなりに“静かな盛
況”であり，極端に参加人数の少ない会場はまれでし
た．会頭特別2の「Epidermotropic 皮膚病理」は，初
日の夜という時間帯にもかかわらず1,700名超の参
加者があり，嬉しいかぎりでした．

会頭演奏，デルオケ，文化講演
～芸術ある人生，笑いある人生～

「語ら猿（語らざる）会頭講演」と題して自分に課し
たミッションでは，スライド映像とピアノ演奏のみ
によるメッセージとヒーリングを目指し，大学およ
び医局スタッフの自己紹介とともに，東日本大震災
や物故教授等を追悼する曲を弾き，多くの方から感
動，感謝のお言葉をいただきました（図9）．2013年の
東部支部学会の会頭講演を再現するような涙を誘う
場面もありましたが，実は学会場のフロアで合間に
流していたのは，その東部支部学会で作成した記念
CDから（自作の学会テーマ曲，花は咲く，等）でした．

慶應義塾大学から襷を渡されたデルマトオーケ

図8	 山岡邦宏先生による緊急提言「イベルメクチンは
COVID-19に対して有効か？」

図9	 ピアノ演奏による「語ら猿（語らざる） 
会頭講演」

図10　デルマトオーケストラ
	 オーケストラを率いる戸倉新樹先生と前川事務局長がコロナ禍特有の

“肘タッチ”で挨拶
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ストラ（デルオケ）も，帰ってきました（図10）．現地集 
合でできるかぎりの演奏ということで，過去に演奏
経験のあるシューベルトの第5交響曲を，リモート
参加の皆さんにもライブ配信することができまし
た．来年こそ，念願のベートーベン第九フル演奏が
実現することを祈るばかりです．また，文化講演と
しては『笑点』でおなじみの三遊亭円楽師匠に「（コ
ロナ禍でも役立つ）笑いある人生」をお願いしまし
た（図11）．ご自身が癌を患われ，折からの薬の副作
用もあって痛々しいお姿だったのも事実ですが，今
回は特別にWeb視聴も認めていただき，われわれに
とって大きな励ましになったことは間違いありま
せん．なお，誰よりも早く学会印象記を執筆いただ
いた安部正敏先生（札幌皮膚科クリニック）には，充
実した学会プログラムから“学びある人生”，会頭講
演の演奏から“芸術ある人生”，そして円楽師匠の文
化講演から“笑いある人生”の三段活用という絶妙な
コメントまでいただき，会頭の狙いよりも巧みな総
括に私自身感激している次第です．

アンケート結果を踏まえた今後への展望

学会のアンケート調査では，「非常によかった」
45.5％，「よかった」44.5％を合わせると9割の方に高
評価をいただきました．11個（会頭特別企画）と62個

（教育講演）に膨れ上がったセッションについては，
多すぎる（21.5％）とのアンケート回答もあったもの
の，トピック選択については高評価が86％を占め，
低評価は皆無でした．ライブ試聴に使用した機器は
PCが約半数を占め，スマートフォン，タブレットの
順でした．他の会員からの声としては，参加場所が
野外，空港，リゾートホテルなど，Web視聴に慣れ
たと思われる多様性も感じられるとともに「子ども
の世話をしながらでも」，さらには「コロナワクチン
接種後の副反応で寝ながらでも」視聴できたという，
いまだからこその回答も目に留まりました．

さて，コロナ禍でいつの間にか，学会の標準装備
＝WebがNew Normalになり変わりつつあります．
ただ，アンケート調査でハイブリッド希望が84.5％
であり，Webのみ希望（13.9％）を大きく引き離した
こと，また「現地開催オンリーには絶対戻らないで

ほしい」という意見が目立ったこと，そしてなんと
いっても今回ハイブリッドが実際に成功を収めたこ
とで，今後の形式はハイブリッドが主流になってい
くでしょう．実際，今回は会場参加者の3倍以上の
方がリモートで参加されており，さらに学会終了後
も年度内ならいつでも，どこでも，何度でもEラー
ニングで学習できるわけで，生涯教育システムはさ
らに充実した感があります．なお，教育講演がEラー
ニングで学会後も視聴可能なことには，90％超が「非
常に役に立つ」との回答でした．

自治医科大学のこの小さな医局でコロナ禍の日
皮総会を担当し，慶應義塾大学から受け継いだ襷を
ハイブリッドの形で次につなぐことができたのは，
皆様のおかげと神の慈悲によるものと受け止めて
おります．国際化を推進してきた総会がハイブリッ
ドでどうなるか，そして招宴会や懇親会が再開でき
るのか（正直，コロナ禍になる前は山下達郎と竹内
まりやの夫婦デュエットを招致しようと目論んで
いたりしました），これは今後の課題となりますが，
コロナの収束と懇親の場の復活，そして皆様のご健
康と皮膚科学会の発展を願うとともに，最後にこの
やんちゃな会頭を支え続けてくれた，皮膚科学会事
務局赴任前からの長いお付き合いの学会チーム，通
称“山々コンビ”（山田紀子さんと山本亜紀子さん）と
当科の鉄腕コンビ（事務局長の前川武雄先生と秘書
の野澤いずみさん）にも心からの礼を述べて，稿を
終えます．

図11　三遊亭円楽師匠による文化講演
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